
技術史教育学会関西支部 総会・講演会・見学会・懇親会 

 

日  時：2005年3月26日(土) 13時30分～19時 

博物館入口（東大路通り側）に13時20分 集合後，入館． 

場  所：京都大学 総合博物館 ２階研修室 

606-8501京都市左京区吉田本町 

電話 075-753-3272   FAX 075-753-3277 

http://www.museum.kyoto-u.ac.jp/index.html 

地図をご覧下さい． 

会  費：博物館観覧料400円．懇親会費5,000円． 

参加申込：2005年3月23日(水)締切．会費は当日徴収します． 

申 込 先：技術史教育学会 関西支部 緒方正則まで下記のいずれかで． 

  E-mail：ogata@ipcku.kansai-u.ac.jp 電話/FAX 06-6368-0810 

  〒564-8680 吹田市山手町3-3-35 関西大学工学部機械工学科 

【日 程】  
１．総  会 13：30～13：50 

(1)会長挨拶 大川時夫（能開大 名誉教授） 

(2)2004年度事業報告 支部長 下間頼一（関西大 名誉教授） 

(3)2005年度事業計画 支部長 下間頼一（ 同上 ） 

(4)2004年度会計報告 支部事務長 緒方正則（関西大） 

２．特別講演 13：50～14：40 

「ドイツ技術系博物館 見て歩き」 

○緒方正則(関西大)・城下荘平(京大)・下間頼一(元関西大)・ 

大川時夫(元能開大)・白井靖幸(千葉工大) 

３．京都大学 総合博物館紹介 14：40～15：00 

城下荘平(京大) 

４．博物館自由見学 15：00～16：30 

 平成13年から一般公開．リニュウアルされたユニークな大学博物館．100余年

の歴史と伝統がある．収蔵品250万点，文系・理系を総合した，いわゆる京都学

派の総合的な博物館． 

 文化史系展示では，中国の東北地方の先史文化である紅山文化の彩陶．甘粛彩

陶と対比されている．メソポタミアの彩陶と比較考察できる．大秦景教盛行記碑

（ネストリュウス派キリスト教が中国の古代中世に流行した記念碑の複製）．新

羅の金色まばゆい王冠（複製）．藤ノ木古墳の石棺と同じ古墳時代の大石棺．平

安京の大地図など，興味深い展示が多い． 

 自然史系展示では熱帯雨林（ジャングル）が再現され，ガジュマルの巨樹，島

根県の海岸より出土した巨大なマンモスの牙．植物遺伝学の泰斗，木原先生が西

アジアで採取された栽培小麦の起源．城下先生が心血を注がれた明治初年の蒸気

機関車の大型木製模型など． 

 小・中学生にも理解でき，専門家にもなるほどとうなずかせる，平易で懇切な



説明が付いている．一般にはあまり知られていないが，日本初の本格的ユニバー

シティ・ミュージアムです．ゆっくり自由見学してください． 

５．懇親会 16：50～19：00 

会 場：“La Tour (塔)”．博物館そば，時計台下の記念館１階． 
電話 075-753-7623   FAX 075-753-7624 

http://www.madoi-co.com 

自由かつアカデミックな落ち着いた雰囲気です．文化談義の花を咲かせ

てください． 

【交通・会場案内】 

(1) 京阪電鉄 

阪急電車からは“河原町”から地上に出て四条大橋を渡り、地下へ降り、京阪“四条”

へ．阪急と京阪の地下連絡通路はありません．特急を含み全ての電車が停車します．京

阪本線終点“出町柳(でまちやなぎ)”下車．最後尾側改札から今出川通りを東進（鴨川

を下流方向12時として9時方向）．百万遍(ひゃくまんべん)交差点を渡り、南に折れてす

ぐ．出町柳駅から徒歩10分程度． 

(2) タクシー 

阪急電車“河原町”より15分程度． 

JR“京都駅”より25分程度． 

(3) 京都市バス 

系統番号 3，17，65，201，203，206 のいずれも利用できます． 

“百万遍(ひゃくまんべん)”停留所で下車． 

JR 京都駅から30分程度ですが，土・日は団子運転・渋滞となる場合があります． 

※総合博物館は京都大学本部構内にありますが，博物館入口は東大路通り側です． 

 

以 上 


